
25 

２．交通まちづくりの課題整理と対応方針の検討 

１）城下町の空間構成及び施設配置の把握 

（１）都市計画マスタープランにおける城下町のまちづくりの考え方 

犬山市では、平成 22 年度に第 5次犬山市総合計画を上位計画として都市計画マスタープラン

（犬山市におけるこれからのまちづくりの基本方針を定めた計画書）を策定している。本マスタ

ープランでは「地域別構想」として犬山地域のまちづくりの目標と方針が謳われており、そのう

ち、城下町に関係する部分を以下に抜粋する。特に、交通関係部分につてはアンダーライン、空

間構成関係部分については網掛け表示する。 

＜まちづくり目標＞ 

 本地域では、地域住民のみならず犬山城や城下町地区を訪れる多くの来訪者が安心して、楽し

く歩くことができるまちを目指すとともに、高齢者をはじめ誰もが安全で安心して暮らし続けた

くなるまちを目指します。

＜目標実現に向けたまちづくりの方針＞ 

○城下町地区では、安全で安心して歩ける歩行空間の整備を進めるとともに、周辺部での駐車場

設置や自動車を目的地まで適切に誘導するためのサインの設置等を検討し、地区内への過度な

自動車交通の進入を抑制します。 

○城下町地区への通過交通の過度な進入を抑制するため、県への要望を通じ、(都)成田富士入鹿

線の整備を促進します。

○木曽川沿い地域～犬山遊園駅～犬山城・城下町地区～犬山駅・犬山口駅までの回遊性を高める

ような拠点づくりや、サイン計画に基づいて歴史的な景観に調和した統一感のあるデザインや

色彩を有するサインの設置等を進めます。 

○木曽川沿い（上流部）での歩行空間の確保を検討するとともに、下流部では、国・県・近隣市

町と連携しながら、遊歩道やサイクリングロード等の整備を進めます。 

○県への要望を通じて、尾張広域緑道の整備を促進します。 

○犬山口駅前広場及び犬山遊園駅前広場の整備を目指し、検討を進めます。 

○各拠点・鉄道駅等へのアクセス利便性の向上や高齢者の買い物支援等に向け、路線バス・コミ

ュニティバス路線網の強化・充実等により、利便性の向上を図ります。 

○基盤未整備市街地での都市的低・未利用地の宅地化や都市基盤整備（排水対策等）を進めると

ともに、自動車の速度抑制や地区内への過度な進入の抑制に配慮しながら、地権者等の関係者

の協力を得て、狭あい道路等の生活道路の整備・改善を進めます。 

＜まちづくり目標＞ 

本地域では、地域固有の歴史・文化資源や地域に根差した生活文化や地域コミュニティ、その

背景となる市街地環境（歴史的風致）が大切に守られ、より多くの人が訪れたくなるまちを目指

します。 

楽しく歩ける安全・安心なまち 

地域の歴史・文化や人のつながりが守られ、みんなが訪れたくなるまち 
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＜目標実現に向けたまちづくりの方針＞ 

○城下町地区では、関連計画に基づき歴史・文化資源等の保全・活用を図るとともに、愛着・親

しみ・誇りの持てる景観形成を図ります。また、伝統的建造物群保存地区の指定を目指し、検

討を進めます。 

○歴史的風致維持向上計画重点区域においては、本市固有の歴史的風致の維持・向上を図るため、

歴史的建造物の修理・復原や歩行空間の整備、景観形成等を図るとともに、地域の実情に応じ

た防災対策を実施します。 

○「犬山城城郭調査・史跡指定」及び「犬山城世界遺産登録」に向けた取組みを進めるとともに、

名勝木曽川の指定地となっている国宝犬山城及びその周辺地域での良好な景観の保護に努めま

す。 

○安全で安心して歩ける歩行環境の創出とともに、生活の利便性や下本町地区等における地域活

性化に向けたまちづくりの視点から、(都)犬山口通線の計画変更（見直し）・整備を検討します。 

○体育館の跡地利用の検討を進めるとともに、福祉会館の移転及びその後の跡地利用を検討しま

す。 

＜まちづくり目標＞ 

本地域では、都市拠点である犬山駅周辺を中心に、様々な交流やふれあいを創出し、にぎわい

と活力あふれるまちを目指します。 

＜目標実現に向けたまちづくりの方針＞ 

○犬山駅及び犬山口駅周辺では、民間活力を生かした遊休地の有効利用を図ります。 

○犬山駅及び犬山口駅周辺では、駅前広場等の都市基盤施設の整備・改善や商業活性化施設との

連携を通じ、民間開発等にあわせた居住機能や医療・福祉機能の維持・導入を促進します。 

○犬山駅周辺では、駐車場や自転車駐車場の充実を図ります。 

○地域内での自動車交通を円滑に処理するため、以下の都市計画道路等幹線道路の整備等を進め

ます。（【 】内は本市以外の事業主体） 

・(都)川端線の整備

・(都)犬山富士線の整備 

・主要地方道春日井各務原線の整備 【県】

・県道浅井犬山線の道路拡幅・歩道整備 【県】

出典：犬山市都市計画マスタープラン「地域別構想」より抜粋 

玄関口にふさわしいにぎわいと新たな活力が生まれるまち 

通過交通等の自動車交通の削減による楽しく歩けるまちづくりの実現が課題 
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（２）歴史的風致維持向上計画の改定の考え方 

犬山市では平成 21 年度に歴史まちづくり法に基づく歴史的風致維持向上計画が策定され

た。この計画に基づき公共施設の整備や歴史的遺構の復元・再生等の検討が進められている

が、現在、特に旧城郭内（外堀の内側）を対象にして国による史跡指定を目指して調査中で

ある。なお、この史跡指定が行われると、史跡指定部分の土地利用は大きく制限されること

になる。また、本町筋や新町筋においてもその町並みの保全再生を図るため伝統的建造物群

保存地区の指定を目指して準備中である。 

このように、犬山城下町地区では歴史的風致の維持向上を図るため、長期的な視点に立っ

た「城下町の再生」の取組が進められている。 

国の史跡指定検討地区 
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２）交通まちづくりの課題整理 

（１）交通実態調査の概要 

 本計画策定に先立ち、城下町地区において交通実態調査を実施しているが、その概要は下

表の通りである。 

＜城下町地区における交通実態調査の概要＞ 

 平成 22 年（秋） 

休祝日 

11 月 23 日（火） 

7 時～19 時 

平日 

11 月 29 日（月） 

7 時～19時 

平成 23 年（春） 

休祝日 

5 月 3 日（火） 

7 時～19 時 

平成 23 年（夏） 

休祝日 

8 月 14 日（日） 

7 時～19 時 

自動車交通 ○ ○ ○ 

歩行者自転車交通 ○ ○ ― 

駐車場利用台数 ― ― ○（注 2） 

渋滞長 ― ○（注 1） ― 

注 1：観光ピーク時における幹線道路の渋滞状況の把握のため 

注 2：一般的な休日における観光駐車場の利用状況の把握のため 

■調査種別毎の交通量集計分類表 

調査種別 車種 内容 車頭番号 

方向別 

交通量調査 

普通自動車 乗用車、軽乗用車 ３、５、７ 

バス マイクロバス、路線バス、観光バス等 ２ 

小型貨物車 軽貨物車、小型貨物車等 ４、６ 

普通貨物車 大型トラック（５t以上）、タンクローリー等 １、８、９、０

二輪車 原付バイクを含み、自転車を除く ― 

断面方向別 

交通量調査 

自転車 自動二輪車及び原付バイクを除く ― 

歩行者 独立歩行をしている人 ― 

＊車頭番号８,９,０の特殊車両は、大きさ、形状により該当する車種に分類する。 
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＜平成 22 年 11 月 23 日（29 日）交通量調査箇所位置図＞ 

 [平祝日]                 

      自動車類 （8箇所）      
      交差点方向別交通量調査（12ｈ） 

      自転車・歩行者 （5箇所）   
      断面方向別交通量調査（12ｈ） 

  [祝日のみ]  

      自動車類 （3箇所）      
      交差点方向別交通量調査（12ｈ） 

      自転車・歩行者 （7箇所）   
      断面方向別交通量調査（12ｈ） 

凡     例

Ｎｏ１ 

Ｎｏ２ 

Ｎｏ３ 

Ｎｏ４ 

Ｎｏ５ 
Ｎｏ６ 

Ｎｏ７ Ｎｏ８ 
Ｎｏ９ 

Ｎｏ１０ 
Ｎｏ１１ 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 
H 

I 

J 

K L 
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＜平成 23 年 5 月 3 日交通量調査箇所位置図＞ 

[休日]                 

      自動車類 （5箇所）      
      交差点方向別交通量調査（12ｈ） 

      自転車・歩行者 （12 箇所）   
      断面方向別交通量調査（12ｈ） 

凡      例 

Ｎｏ1 

Ｎｏ5 
Ｎｏ6 

Ｎｏ9 

Ｎｏ10 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 
H 

I 

J 

K 
L 
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＜平成 23 年 8 月 14 日交通量調査箇所位置図＞ 

[休日]                 

      自動車類 （18 箇所）      
      交差点方向別交通量調査（12ｈ） 

平成 22年度調査に追加した箇所 

凡      例 

Ｎｏ18 

Ｎｏ1 

Ｎｏ2 

Ｎｏ3 

Ｎｏ4 

Ｎｏ5 
Ｎｏ6 

Ｎｏ7 Ｎｏ8 
Ｎｏ9 

Ｎｏ10 

Ｎｏ11 
Ｎｏ13 

Ｎｏ12 
Ｎｏ16 

Ｎｏ15 

Ｎｏ17 

Ｎｏ18 

Ｎｏ14 
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＜平成 23 年 5 月 3 日渋滞長調査箇所位置図＞ 

Ｎｏ2 

Ｎｏ5 

Ｎｏ7 
Ｎｏ9 

Ｎｏ10 

[休日]                 

      渋滞長調査箇所(13 箇所) 10h～15h 

凡      例 
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＜平成 23 年 8 月 14 日駐車場状況等 調査箇所位置図＞ 

Ｎｏ7 
Ｎｏ9 

[休日]                 

      駐車場状況等調査箇所（4箇所）7h～19h 

凡      例 
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（２）自動車交通流動の実態 

＜幹線道路＞ 

ʼ主要地方道春日井各務原線υḠῙЂ˒ЅоςΠΨϣẆ υ /0 Ɑḥῒ φʸ

ⱪῒ₭ ξ /0*... ˗/2*... ʸᾂ╤ ׂג ῒ₭ ξφ /2*... ˗/6*... ξ

Θκζʹ ⱪῒ₭ ςΠΨϣ ῒ φ /1*... ˗/2*... ορκνΠϢʸ

平日・休祝日に大きな差は見られないʹ

ʼ主要地方道一宮犬山線υḠῙЂ˒ЅоςΠΨϣẆ υ /0 Ɑḥῒ φʸ ⱪῒ

₭ ξ //*... ˗/1*... ʸᾂ╤ῠῒ₭ ξφ /.*... ˗//*... ξΘκζʹ

ⱪῒ₭ ςΠΨϣ ῒ φ /0*... ˗/2*... ορκνΠϢʸ平日・休祝

日に大きな差は見られない。

ʼ県道浅井犬山線υḠῙЂ˒ЅоςΠΨϣẆ υ /0 Ɑḥῒ φʸᾂ╤ׂ ῒ₭ ξ

5*... ˠ ˡy ◊ ◓ῒ₭ ξφ͑*... ˗/.*... ξΘκζʹ◊ ◓ῒ₭ ςΠ

Ψϣ ῒ φ 5*... ˗/.*... ορκνΠϢʸ平日・休祝日に大きな差は見ら

れないʹ

ʼライン大橋υḠῙЂ˒ЅоςΠΨϣẆ υ /0 Ɑḥῒ φʸдϯо Ễῒ₭ ξ

6*... ξΘκζʹϖζʸ ῒ φ 6*... ˗7*... ορκνΠϢʸ平日・休

祝日に大きな差は見られないʹ

ʼΪυϠΜςʸ ᴜ ỶϪὈ ΰϣḃ ˠֿפ ʸᾇ ˡξφʸ観光ピーク時

の休祝日においても平日と同程度の交通量ξΘϣΪοΣ ӁξΤζʹ

ʼρΠʸ主要地方道春日井各務原線は、休祝日・平日ともに 2車線の道路交通容量を大幅

に超える交通需要があり、交通渋滞が発生し易い状況ςΘϣʹ

＜城下町内＞ 

ʼ ᴜ ξʸꜙ ῒיּ Σ₢╙ΰϣᾢ φḠῙЂ˒ЅоυẆ ςΠΚνϚᾂ╤ υ

ῒ₭ ữυϗξΘϣʹ

ʼ犬山城前を経由する城前線υ /0 Ɑḥꜙ ῒיּ φʸ ʼẆ οϚ 1*5..˗2*...

ξΘϣΣʸ城前交差点東の公園橋交差点から西方向のライン大橋交差点を利用す

る通過交通が多い。休祝日ではこの通過交通に加え、キャッスルパーキングにアクセス

する観光交通が流入しているʹ

・キャッスルパーキングの 8月 14 日の出入り台数は 1,530 台であり、城前線交通量の 40％

程度を占めている。 

ʼ ᴜ Ỷυ ▼ ϗΣἷ άϤʸḠῙⱠᾙϚ Φ ΰϣ本町通りυ /0 Ɑḥꜙ

ῒיּ φ ξ /*3..˗/*4.. ʸ ξ /*5.. ξΘϣʹ祝日の方が交

通量は少ない。休祝日ではキャッスルパーキングにアクセスする観光交通の流入Σᾉϡ

Ϥϣʹ

ʼΪΜήζꜙ ῒיּ υ ςϠϢʸ城前線と本町通りが交差する城前交差点では、休

祝日の昼頃に時々交通混雑が発生している。

δυᾔԋφʼʼʼ

＊キャッスルパーキングに入庫する観光交通の待ち行列が当該交差点付近まで繋がる

こと 

＊これにより東（郷瀬川方向）又は南（本町通り方向）からライン大橋方向に向かう
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通過交通の通行が阻害されること（先詰まりの発生） 

＊また、その通過交通は当該交差点で右折するが、その右折車両を処理する右折車線

が設けられていないため、交差点の交通処理能力が低いこと（交差点間隔が極めて

短く、右折車線の設置は不可能） 

＊犬山城と本町通りを回遊する観光客が多く、その観光客は当該交差点の横断歩道を

必ず利用するため、横断歩行者により当該交差点に流入・流出する自動車交通の通

行が制限されること 

ʼ Ỷυ ꞈξΘϣֿפ ӹᶄ ᾔ ςφ 0 יּ υ
Ϫ Ξϣῒ ΣΘϢʸῒ Σ ήϜΰΚ ễςΘϣʹ
ʼ υϸЮЎЄжМ˒ϸоϻςḠῙῒ Σ ΰϣΪοẇϊдϯо Ễ
ς Ψϣ ᵁῒ Σ ί ῒ₭ ς ΰϣΪοςṜԋήνʸ ῒ
₭ υῒ ₢╙Σ ήΚʹ

ᴜ Ỷυꜙ ῒיּ υ
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＜犬山城周辺の交通流動状況（平成 23 年 8 月 14 日（日）調査による）＞

キャッスル 

パーキング 

1,530 台/日 

（入出場台数） 
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（３）歩行者・自転車交通流動の実態 

＜平成 22 年 11 月 23 日（祝）＞ 

ʼ ᴜ ϐυ℗ṂϢׂορϣᾂ╤ׂʸᾂ╤ ʸᾂ╤ῠׂυׂג ςΠΨϣ 12 Ɑḥ ‚

ꜙזּ ῒיּ φʸδϤεϤ 4,200 ʸ1,500 ʸ900 ξΘϢʸ犬山駅が最も多い。

ʼ ᴜ ξφ本町通りに歩行者が集中ήνΠϢ&Ԏ ʸ ╫ Σ Ϣς 'ʸ

ᴜ υ φ ρΚʹ

ʼ本町通りの中でも人の流れには偏りΣᾉϡϤʸ ♃ᵑḪ ữξ 5*... ˕/0fpʸπϫξ

ϫḪ ữξ 2*6.. ˕/0fp ξΘϢʸ /,3 υ₭ΣΘϣʹ

ʼ ῒ₭ ữφ ᴜ ξϚκοϚ Σזּ‚ Κ ξΘϢʸ信号機のない城前交差

点では、横断歩行者と自動車の錯綜ΰϣ ‴ΣᾉϡϤϣʹ

＜平成 23 年 5 月 3 日（祝）本町通りの歩行者天国の実施＞ 

ʼ ᴜ ϐυ℗ṂϢׂορϣᾂ╤ׂʸᾂ╤ ʸᾂ╤ῠׂυׂג ςΠΨϣ 12 Ɑḥ ‚

ꜙזּ ῒיּ φʸδϤεϤ 6,300 1y,300 1y,000 ξΘϢʸ犬山駅が最も多い。

ʼ ᴜ ξφ本町通りに歩行者が集中ήνΠϢ&Ԏ ʸ ╫ Σ Ϣς 'ʸ

ᴜ υ φ ρΚʹ

ʼ本町通りの中でも人の流れには偏りΣᾉϡϤʸ ♃ᵑḪ ữξ /1*... ˕/0fpˠ Ṛ

// Ὤ 01 υ /,64 ˡy πϫξϫḪ ữξ 6*3.. ˕/0fpˠ Ṛ // Ὤ 01 υ /,54

ˡξΘϢʸ /,3 υ₭ΣΘϣʹ

ʼ ῒ₭ ữφ ᴜ ξϚκοϚ Σזּ‚ Κ ξΘϢʸ信号機のない城前交差

点では、横断歩行者と自動車の錯綜ΰϣ ‴ΣᾉϡϤϣʹ

ʼ υ ꜙזּ‚ ῒיּ φ ῚyגỄ ξ // Ὤ 01 Σ 2*0.. 3y Ὤ 1 Σ 6*0..

ξ /,73 ʸ ӼḪ ξ // Ὤ 01 Σ 2*4.. ʸ3 Ὤ 1 Σ 3*4.. ξ /,00

ξΘϢ、公園橋側の伸びが著しい。これは郷瀬川沿いの証券グランド臨時駐車場を利用

し、ここから徒歩で犬山城等へアクセスする人が増大したためであるʹ

ʼᾂ╤ Ρϡ ϢςλρΣϣ ῒ₭ ςḠῙṿΣ ήʸꜙ ῒיּ
Ϛϖζ ΰϣΪοςϠϢ ῒ₭ υ ‚ḓẻΣ ᵰάϤνΚϣʹ

ʼḠῙṿυ υ Ϥφᾂ╤ ςữΚ Ϣ ς κνΠϢʸ ᴜ
ϐυ φ ρΚʹ

ᴜ Ỷυ ῒזּ‚ υ
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ˠ͎ˡ ₮ ˠ 01 3 Ὤ 1 ˠᴰˡl

ʼ῀ /.ⱭΡϡ῀ῄ 1Ɑϖξυ 3ⱭḥϪḠ

ʼ ⱪῒ₭ ˠ ‚ΤˡξφḠ Ɑḥ 3 ⱭḥϪ ήν╜Ψ■Ϣ ˠ/ ᵓ

υ ″ξ ᵁξΤρΡκζּיυ ˡΣ ήνΠϢʸ/2 Ɑ 1. ξφ /*13.·υầ

ςẇϊʸ ῒ₭ ϖξ ήζˠ/2ⱭΡϡ /3 ⱭϖξΣП˒Ϻˡ́

ʼ ῒ₭ ˠ ‚ΤˡξϚ ςḠ Ɑḥ 3ⱭḥϪ ήν╜Ψ■Ϣ Σ

ήνΠϢʸ/2 Ɑ 0. ξφ 27.·υầ ς ήζʹ

ʼδυ ʸῒ₭ ξφ╜Ψ■Ϣ φϓοϫπ ήνΚρΚʹ

Ϊ̓υϠΜςʸ ᴜ Ỷξυῒ ₢╙φֿפ ӹᶄ ᾔ ς ήνΠϢʸ

ḥⱭḥ φϓϔ Ɑˠ῀ // Ɑ 1. Ρϡ῀ῄ / Ɑυḥφ ήḚ ˡ ễςΘϣ

οᾞΞϣʹ

ˠ͏ˡ יּ ₮ ˠ 01 6 Ὤ /2 ˠ ˡl

ʼ /Ρϡ 2 יּ υ ‴ὑφ 726 ξΘκζʹ

ʼ יּ φ / יּ ˠϸЮЎЄжМ˒ϸоϻ ςl ήνΠϢ δyυ φ 541

ʸ͂ /. Ɑ₅ẇϊ῀ῄ 0Ɑ₅ςП˒ϺΣΘϢʸ יּ φ /6. ς ήʸ /2.

Ϫ ς ᵁήνΚϣ& φ ἵЛЄυЄХ˒ЄϪӿ יּ ςᵩ 'ʹ

ʼ 0ʸ 1ʸ 2 יּ φΚαϤϚ Ϫ ᵓϣΪοφρΦʸ ςʸ 1ʸ 2 יּ

υ Σ ρΚʹ

ʼ יּ υּי Ρϡᾂ╤ ᴜ ϐυ זּ Ϫᾉϣοʸҹ ᾇᴜ 26̉ʸṃ ᾇᴜ

/2̉ ╡y ᾇᴜ 0̉ξΘϢ yץầ Ρϡυ φזּ ʸ ‴ὑξ 14̉ξΘκζʹ

ᾂ╤ ᴜ φΡρϢ΅ӻΡϡϚ ṿξΤϣḠῙ ξΘϣΪοΣ Ρϣʹ

̗ יּ יּ יּ ẇϊ יּ

ᾣᴐ ╡ᴯ ṃ ᾇᴜ ╡ ᾇᴜ ὑ

/ /23 /01 4. /.1 /3 0/2 //3 553 541
0 14 13 7 /0 0 0/ /4 /1/ /.6
1 3 14 1 /7 1 . . 44 23
2 1 1/ / 5 . / . 21 10
ὑ /67 003 51 /2/ 0. 014 /1/ /*./3 726
  /7# 00# 5# /2# 0# 01# /1# /..# +

/2# 0# 01# /1# /..# +
ᾣᴐ ʽ ᾣᴐЕоЛ˒

ʽ ʸӿẉЕоЛ˒
╡ᴯ ʽ╡ᴯʸ ʸᴌ≡ʸ ỄЕоЛ˒
ṃ ᾇᴜ ʽṃ ʸ ЕоЛ˒
╡ ᾇᴜ ʽ╡ ʸ ꜝЕоЛ˒

ʽ ᴌʸ ʸ ᶡ
ʽⱲᵌʸẮ ʸ

26#

ʼ ᴜ ỶςΠΨϣῒ φ ḠyῙП˒ϺυẆ ẇϊ οϚς
Ỷυ ꞈορϣֿפ ӹᶄ ᾔ ς ήν ήνΚϣʹ

ᴜ Ỷυῒ
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ʼ ᴜ ỶςΠΚνφʸ יּ Σ υϸЮЎЄжМ˒ϸоϻς
ήνΠϢʸП˒ϺⱭςφ ᵸ יּ Ϣῠ ữξ ᾩ θ‚ Σ
ήʸ υבᶨρῒ Ϫ ᵰήνΚϣʹ

ᴜ Ỷυ יּ
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˹ ₮ˠ 01 3 Ὤ 1 ˠᴰˡl ˺

YẆ [

₮ᴵ &/1 ᴵ ' /.f˗/3f

ễ

͡Ή0

͡Ή3

͡Ή5
͡Ή7

͡Ή/.

ρή

/2.·ɣ //Ɑ/. ˡ

/*13.·ɣ /2Ɑ1. ˡ

27.·ɣ /2Ɑ0. ˡ

ρή

ρή
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˹ יּ ₮ˠ 01 6 Ὤ /2 ˠ ˡl ˺

YẆ [

יּ ễ ₮ᴵ ˠ2ᴵ ˡ5f˗/7f

͡Ή5
͡Ή7

˹ ͋˺
/2.
541

П˒ϺⱭ /6.

˹ ͌˺
64
/.6

П˒ϺⱭ 44

˹ ͍˺
/..
23

П˒ϺⱭ 07

˹ ͎˺
/34
10

П˒ϺⱭ 06
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ˠ͐ˡᴽ υ

ᴜ ỶςΠΨϣῒ ΡϡԍΤ άϤϣᴽ Ϫ ΰϣʹ

ᴽ ʽֿפ ӹᶄ ᾔ υῒ Ϫ ╧ᴝΰϣʹ
ᴽ ʽ ς ΰϣḠῙῒ ẇϊ ᵁῒ Ϫ⌐ᾘΰϣʹ

ᴽ ʽ Ϫ ΰϣꜙ ῒיּ Ϫ⌐ᾘήʸ υӕזּ‚ ʸᵗ
Ϫʹϣϙ‮

ᴽ ʽֿפ ӹᶄ ᾔ υῒ Ϫ ╧ᴝΰϣʹ

ᴽ ʽḠῙῒ υὑᵈ ρ ς ᴀΰϣϠΜς ρṙ Ϫ
ΰϣ יּ Ϫ ρӟ ς ΰϣʹ

ʼ Ỷυ ꞈξΘϣֿפ ӹᶄ ᾔ ςφ0ּי υ Ϫ Ξϣ

ῒ ΣΘϢʸῒ Σ ήϜΰΚ ễςΘϣʹ

ʼ υϸЮЎЄжМ˒ϸоϻςḠῙῒ Σ ΰϣΪοẇϊдϯо Ễς Ψ

ϣ ᵁῒ Σ ί ῒ₭ ς ΰϣΪοςṜԋήνʸ ῒ₭ υῒ ₢╙

Σ ήΚʹ

ᴜ Ỷυꜙ ῒיּ υ

ʼᾂ╤ Ρϡ ϢςλρΣϣ ῒ₭ ςḠῙṿΣ ήʸꜙ ῒיּ Ϛϖ

ζ ΰϣΪοςϠϢ ῒ₭ υ ‚ḓẻΣ ᵰάϤνΚϣʹ

ʼḠῙṿυ υ Ϥφᾂ╤ ςữΚ Ϣ ς κνΠϢʸ ᴜ ϐυ

φ ρΚʹ

ᴜ Ỷυ ῒזּ‚ υ

ʼ ᴜ ỶςΠΚνφ ḠyῙП˒ϺυẆ ẇϊ οϚςʸ Ỷυ ꞈο

ρϣֿפ ӹᶄ ᾔ ς ήνῒ Σ ήνΚϣʹ

ᴜ Ỷυῒ

ᴜ ỶςΠΚνφʸ יּ Σ υϸЮЎЄжМ˒ϸоϻς ήν

ΠϢ Пy˒ϺⱭςφʸ ᵸ יּ Ϣῠ ữξ ᾩ θ‚ Σ ήʸ υ

ᶨρῒב Ϫ ᵰήνΚϣʹ

ᴜ Ỷυ יּ
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͍ˡᴽ ᵒὦςῡΨζ ᴀ
͋ˡẇϊ͌ˡυ ₮ὩᴬϪ ϖΞνʸ ᴜ Ỷυῒ ϖθμΦϢςΠΨϣᴽ ς ΰϣ ᴀ

Ϫӝᴜς⸗ΰʹ

˹ᴽ ˺ ˹ ᴀ└˺

͎ˡ ᴀ└υἅ ώ

ˠ͋ˡ ᾂ╤ ○ ʸ ○ ꜝ υ

ᾂ╤ ○ φ Σ ήνΠϢʸ■άϤζ ᾂ╤ ουῒ₭ ˠ ῒ₭ˡυῪⱥΣ ΰ

Ϥχ ắ ᵩ◌άϤϣ ξΘϣʹ

ˠ͌ˡ ϸЮЎЄжМ˒ϸоϻϐυḠῙῒ υϭϺІЄж˒ГϪ ´ΰϣ

̗ Ϣυ ‚Τӿ ‚Ϫ ‚Τς ´ΰϣәˠⱱХ˒Ѓ Ϫ╣ ˡ

υϸЮЎЄжМ˒ϸоϻςῡΡΜϭϺІЄῒ υӿ ˠ 00 // Ὤ 01 υḠ ξφ

/*244 -/0 ⱭḥˡΣ ϢϪ ήνΚϣζϙʸΪϤϪ ήν ‚ḓẻυῡ Ϫ ϣΪοΣ

–ΞϡϤϣʹδυ └οήν Ϣυᾛ∑υ ӿ ‚ϪẂ άβʸ ӿ ‚ςΰϣΪο

ςϠϢϸЮЎЄжМ˒ϸоϻϐυϭϺІЄῒ υׂ ϢΡϡυ Ϫ ΰϣΪοΣ–ΞϡϤ

ϣʹήΡήʸ ᴜ φ ϢϪḭϙ ςбЖЎГṙ ˠ0 υ Ϫӿ υ οήνʸδ

ϤεϤӿ ‚ṙ Ϫ ξכ☺ΰϣ ˡΣ άϤνΚϣζϙʸ ´ς∆ήνφ ᴜ Ỷυ

бЖЎГṙ υᾉ ήΣ ορϣʹ ᴜ υ‴Өἷ Σ ξΘϣʹ

ϖζʸׂ ϢΡϡ Ϣςԝ Σ ίϣζϙʸ ″ῒ₭ οήνԝ יּ υ φԝ

ουῒ├Ϫיּ Ψϣζϙυ ″ᾛ⸗υ ´Σ ορϣʹ

ᴽ ʽ ς ΰϣḠῙῒ

ẇϊ ᵁῒ Ϫ⌐ᾘΰϣʹ

ᴽ ʽ Ϫ ΰϣꜙ ῒיּ
Ϫ⌐ᾘήʸ υӕזּ‚ ʸ

ᵗ Ϫʹϣϙ‮

ᴽ ʽֿפ ӹᶄ ᾔ
υῒ Ϫ ╧ᴝΰϣʹ

ᴽ ʽḠῙῒ υὑᵈ ρ
ς ᴀΰϣϠΜς ρṙ

Ϫ ΰϣ יּ Ϫ ρӟ
ς ΰϣʹ

ˠ͎ˡϸЮЎЄжМ˒ϸоϻΣ

ΰϣḠῙ יּ Ṏ Ϫ

ᶒᵮϐ ╧ήʸῒ

Ϫ ΰϣʹ

ˠ͋ˡ ᾂ╤ ○ ʸ ○

ꜝ υ ʹ

˹ ᴜ υϖθμ

ΦϢυ–Ξ ˺

̑ ᶒ φ ▼ ʸ

ᴝ Ἁḥοήν№

ʸᶦ ΰϣζϙʸ

ꜙ ῒיּ υ Ϫ

ΰϣʹ

̑ ᴜ υꜙ יּ

ῒ φ ᶦῒ ςᾠ

ήʸḠῙῒ Ϝ

ᵁῒ φộ Ϫ

ΰϣʹ ήʸ

ᶦּזυ φӰⱬ

ξΤϣϠΜς ΰ

ϣʹ

ˠ͍ˡ ᶒ ςḠῙῒ ẇϊ

ᵁῒ Σ ήρΚϠΜ

ρῒ ṙ Ϫ ΰϣʹ

ˠ͌ˡϸЮЎЄжМ˒ϸоϻϐ

υḠῙῒ υϭϺІЄж

˒ГϪ ´ΰϣ

Ἶ
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˹ Ϣυ ῡṙ ´Σẇϔΰְỏ˺

̗ᾛ

̗ ´ῄˠәˡ

ῡṙ Σᾛ‚ΡϡẂ ῡςρϣ

ӿ υбЖЎГξᾛ‚υṙ ϪẂ
άβϣ ΣΘϣʹ

бЖЎГ

ϸЮЎЄжМ˒ϸоϻ

ϸЮЎЄжМ˒ϸоϻςῡΡΜϭϺІЄῒ υ Ϫῒ ṙ ξ

ˠ Ϣυӿ ‚ṙ υ ‚ΤϪ ‚Τς ´ΰϣˡ

ϸЮЎЄжМ˒ϸоϻ
ςῡΡΜϭϺІЄῒ

бЖЎГ

ϸЮЎЄжМ˒ϸоϻ

″ṎυΘϣῒ₭ ξΘϣζϙ ԝy יּ
ςϠϣῒ Ϫ ☿ΰϣ └Σ
ορϣʹ

↕ᵷ υῒ

ᴹΣ ΰϣʹ
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̗ Ϣυּי ‚Ϫ ᾠΰϣә

ϯФоГⱭςᾛ∑‚ϧϤνΚϣ Ϣυּי ‚ ᾠɣ זּ‚ ⁭ Ϫlῴ ςכ☺ΰϣә

ξΘϣ Ϊ́υ ‴ʸ Ϣο ςρϣ Ϣυ ‚ṙ Ϫ ‚ΤΡϡ ‚Τς ´ΰϣΪ

οΣ Ỷ υϭϺІЄϪᶌ ΰϣζϙ ορϣ Ϊ́υ ς Κׂ ϢΡϡ Ϣ

ςԝ Σ ίϣζϙʸ ″ῒ₭ οήνԝ יּ υ φԝ ουῒ├Ϫיּ Ψϣζϙυ ″

ᾛ⸗υ ´Σ ορϣʹ

˹ Ϣυּי ‚Σẇϔΰְỏ˺

ϸЮЎЄжМ˒ϸоϻ

″ṎυΘϣῒ₭ ξΘϣζϙԝ יּ
ςϠϣῒ Ϫ ☿ΰϣ └Σʸ
ορϣʹ

ῡṙ Σᾛ‚ΡϡẂ ῡςρϣ

יּ υ ‚Ϫ ᾠΰϣ

↕ᵷ υῒ

ᴹΣ ΰϣʹ
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ˠ͍ˡ ᶒ ςḠῙῒ ẇϊ ᵁῒ Σ ήρΚϠΜρῒ ṙ Ϫ ΰϣ

ῒ₭ υῒ ₢╙φʸϸЮЎЄжМ˒ϸоϻςῡΡΜḠῙῒ ςᴣΞʸ Ϣẇϊọ

ῡΡϡдϯо Ễς Ψϣ ᵁῒ Σ ή ϖyζԝ ΰϣΪοςϠϢ ήνΚϣο–ΞϡϤ

ϣΪοΡϡʸ ᵸῒ₭ ςΠΚνӝᴜυ ῡṙ Ϫכ☺ΰϣΪοΣἅ ρ └οήν–ΞϡϤϣʹ

̑ υ ‚Τυдϯо Ễ ῡϐυԝ ϪỦ☿ΰϣ

̑ υ ‚Τυ Ϣ ῡϐυԝ ϪỦ☿ΰϣ

Ϊυῒ ṙ ςϠϢ ῒ₭ υԝ ῒ Σ άϤϣζϙʸꜙ ῒיּ υ├ ΣὔᾘάϤϣ

οοϚςʸ ᵸῒ₭ Ϫᴃ ΰϣ υӕזּ‚ Ϛῡ ΰϣο–ΞϡϤϣʹζηήʸ ᴜ υ

дϯо Ễ Σᾛ∑υ ς ξΤρΦρϢ֔ᵓΣ ορϣζϙʸ υ ᵒοẶ Σ ξ

Θϣʹ

ρΠʸΪυῒ ṙ φʸϸЮЎЄжМ˒ϸоϻϐυḠῙῒ υϭϺІЄΣ ╤Κυᾂך ○

Ϫֿפ οήν ΰϣ ‴ςכ☺ᴤ ξΘϣζϙʸ └υכ☺φᾂ╤ ○ υ ắ ᵩ◌

ῄορϣʹϖζʸᾂ╤ ○ ΡϡϸЮЎЄжМ˒ϸоϻϐυϭϺІЄφ ″ῒ₭ ξυԝ Ϫ

άβϣζϙʸ ṋυῒ Σὺ άϤϣʹḠῙῒ ΣϸЮЎЄжМ˒ϸоϻς ήρΚϠ

Μρ ρḠῙῒ υ Σ ξΘϣʹ

˹ ῒ₭ ςΠΨϣῒ ṙ υ–Ξ ˺

ˠ͎ˡϸЮЎЄжМ˒ϸоϻΣ ΰϣḠῙ יּ Ṏ Ϫ ᶒᵮϐ ╧ήʸῒ Ϫ ΰϣ

‬ςλΚνφⱱ ξώ ʹ

Ϊυ ϤϪ ᾠΰϣ

ϸЮЎЄж

М˒ϸоϻ

ᾂ╤ ○


